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柿
崎
小
学
校
に
統
合
さ
れ
る
予
定
の
上
下
浜
小
学

校
区
と
下
黒
川
小
学
校
区
の
児
童
の
通
学
方
法
は
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
が
適
当
と
考
え
る
が
、
今
後
の
検
討
方
法

と
決
定
時
期
を
聞
き
た
い
。

　
　
登
下
校
の
安
全
確
保
を
最
優
先
に
し
な
が
ら
、
片

道
の
通
学
距
離
が
３
㎞
以
上
を
目
安
と
し
て
、路
線
バ
ス
や

鉄
道
な
ど
、
既
存
の
公
共
交
通
機
関
の
活
用
を
検
討
し
、

活
用
で
き
な
い
場
合
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
を
検

討
す
る
。
下
黒
川
小
学
校
、
柿
崎
小
学
校
に
お
い
て
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
よ
る
通
学
と
な
っ
て
い
る
状
況
も
踏

ま
え
な
が
ら
、
令
和
８
年
８
月
頃
に
、
保
護
者
、
後
援

会
の
代
表
者
等
で
組
織
す
る
統
合
実
行
委
員
会
に
通
学

方
法
の
案
を
示
し
て
決
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
多
く
の
廃
校
舎
が
未
活
用
状
態
で
あ
る
現
状
を
踏

ま
え
る
と
、
統
合
後
に
お
け
る
廃
校
舎
の
利
活
用
に
つ

い
て
今
か
ら
検
討
し
、
利
活
用
が
決
ま
る
ま
で
寄
り
添

う
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
市
長
部
局
と
連
携
し
て
積
極
的

に
利
活
用
を
検
討
し
て
お
り
、
ま
ず

は
、
行
政
目
的
と
し
て
他
の
用
途
へ

転
用
す
る
取
組
を
進
め
て
い
る
。
行

政
目
的
へ
の
転
用
が
な
さ
れ
な
い
場

合
に
は
、
地
元
か
ら
の
声
を
く
み
取

り
、
校
舎
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
の
施
設

の
利
活
用
、
施
設
内
の
必
要
な
ス

ペ
ー
ス
の
活
用
を
進
め
て
い
く
。

　
　
江
戸
幕
府
公
式
の
歴
史
書
「
後
鑑
」
で
は
、
謙
信

公
は
足
利
将
軍
と
同
じ
紋
、
す
な
わ
ち
五
七
桐
よ
り
格

上
の
菊
桐
紋
を
賜
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
皇
室
（
場

合
に
よ
っ
て
は
帝
・
エ
ン
ペ
ラ
ー
）
を
意
味
し
、
令
和

７
年
12
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
の
内
容
を
踏
ま

え
る
と
、
高
田
城
は
北
極
星
、
龍
、
エ
ン
ペ
ラ
ー
の
３

つ
の
シ
ン
ボ
ル
で
設
計
さ
れ
、
お
城
の
サ
イ
ズ
も
踏
ま

え
る
と
中
国
の
紫
禁
城
を
念
頭
に
建
設
さ
れ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
前
回
、
高
田
城
と
江
戸
城
が
一
対
の
城
で
あ

る
こ
と
を
説
明
し
た
が
、
古
代
中
国
の
思
想
で
北
斗
七

星
の
上
に
は
北
辰
が
君
臨
す
る
と
さ
れ
、
こ
こ
で
北
辰

は
謙
信
公
で
、
謙
信
公
は
龍
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
江
戸

城
の
北
の
空
に
謙
信
公
が
龍
と
な
っ
て
君
臨
し
、
江
戸

を
守
護
す
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

エ
ン
タ
メ
業
界
か
ら
は
漫
画
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
の
元
ネ

タ
と
聞
い
て
い
る
が
、
街
づ
く
り
に
活
か
せ
な
い
か
。

　
　
ス
ト
ー
リ
ー
、
物
語
性
は
大
切
に
し
た
い
。

　
　
歴
史
資
源
の
活
用
を
お
願
い
し
た
い
。 

　
　
当
市
は
豊
か
な
歴
史
と
県
内
最
多
の
指
定
文
化
財

を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
保
存
・
継
承
と
活
用
の
た

め
に
国
の
法
定
計
画
で
あ
る
「
文
化
財
保
存
活
用
地
域

計
画
」
を
策
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
文
化
財
の
保
護
や
活
用
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し

さ
を
増
す
中
、
計
画
策
定
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る

が
、
策
定
に
あ
た
っ
て
は
様
々
な
課
題
が
あ
り
、
現
段

階
で
は
早
急
に
策
定
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
当

面
は
「
歴
史
文
化
基
本
構
想
」
に
則
り
、「
第
３
次
総
合

教
育
プ
ラ
ン
」
を
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
し
て
位
置
付

け
、
施
策
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
基
本
構
想
に
不
足
し

て
い
る
文
化
財
の
防
災
・
減
災
対
策
や
被
災
時
の
対
応

等
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
を
契
機
に

専
門
家
か
ら
助
言
を
い
た
だ
き
対
策
を
進
め
て
い
る
。

名
立
区
の
小
水
力
発
電
事
業
の
意
義
は

　
　
名
立
区
に
お
け
る
民
間
主
導
の
地
域
資
源
を
活
用

し
た
小
水
力
発
電
事
業
の
意
義
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　
　
令
和
７
年
に
発
足
し
た
会
社
は
「
豊
か
な
ふ
る
さ

と
の
森
と
水
を
未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
活
か

す
」
と
の
事
業
目
的
を
掲
げ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
活
用
し
た
中
山
間
地
域
の
自
立
と
振
興
、
地
域
の

特
性
を
い
か
し
た
脱
炭
素
社
会
づ
く
り
へ
の
寄
与
を
目

指
し
て
お
り
、
多
様
な
効
果
が
期
待
で
き
る
。
今
後
も

様
々
な
側
面
的
支
援
に
取
り
組
む
。

牧
井　
邦
生
（
み
ら
い
）

江
戸
城
の
北
の
空
、
龍
と

な
っ
て
君
臨
す
る
謙
信
公

髙
橋　
浩
輔
（
み
ら
い
）

「
文
化
財
保
存
活
用
地
域

計
画
」
の
策
定
を
！

宮
川　
大
樹
（
無
所
属
）

廃
校
舎
は
放
置
せ
ず
、

行
政
の
責
任
で
管
理
を
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